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第６節 蔵置中貨物に係る手続 

 

蔵置中の貨物について、事故貨物であることが判明した場合又は特殊貨物等であることが判明した

場合若しくは輸出貨物情報の訂正する場合は、この節の定めるところによる。 

なお、搬入時に判明した事故又は特殊貨物等については、この章第４節（貨物の搬入関係手続）に

より登録する。 

また、輸入貨物情報の訂正については、第１章第３節（ＡＷＢ情報等の訂正）又はこの章第２節（Ｈ

ＡＷＢ情報等の訂正）により登録する。 

 

１ 輸入貨物 

(1) 登録の方法 

イ 呼出しによる方法 

「ロケーション情報登録呼出し」業務（業務コード：ＬＯＡ）を利用して、「ＡＷＢ番号」欄

にＡＷＢ番号を入力し送信することにより、ロケーション情報等が「ロケーション情報登録呼

出し結果情報」（出力情報コード：ＡＡＳ０８８０）として応答画面に出力されることから、出

力された内容について確認の上、後記ロ（呼出しによらない方法）に準じて追加又は訂正を必

要とする登録を上書き入力し再送信する。 

ロ 呼出しによらない方法 

「ロケーション情報登録」業務（業務コード：ＬＯＡ０１）を利用して、次の事項を入力し

送信する。 

※ 以下［１］から［12］までの項目は、最大 90欄まで繰り返し入力することができる。 

［１］対象外表示（欄名なし） 

次のいずれかの条件に該当する場合は、「Ｘ」を入力する。 

① 登録する貨物が保税運送中である場合。 

② 登録する貨物が入力者の管理する保税地域に蔵置されていない場合。 

③ 「ＡＷＢ情報登録（輸出）」業務（業務コード：ＡＢＳ０１）実施済みで、かつ、

貨物確認情報登録業務未済貨物に対して、ＳＰＣコード（「業務コード集」参照）

を登録する場合。 

④ 処理対象外とする場合。 

［２］ＡＷＢ番号（「ＡＷＢ番号」欄） 

ＡＷＢ番号を必須入力する。 

［３］特殊貨物記号（「ＳＰＣ」欄） 

特殊貨物の場合は、ＳＰＣ（特殊貨物）コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

既に登録されている場合で変更しない場合は、「＊＊＊」を入力する。 

［４］事故貨物（「事故」欄） 

事故貨物の場合は、事故コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

［５］無料期間適用表示（「無料」欄） 

貨物蔵置料の無料期間を適用する貨物の場合は、航空会社コード（「業務コード集」参

照）を入力する。 

既に無料期間が適用されている旨を取り消す場合は、「ＸＸ」を入力する。 
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［６］従価保管料率適用表示（「従価」欄） 

従価保管料率適用の旨が登録されている貨物の場合は、「ＶＳ」を入力する。 

既に登録されている場合で、従価保管料率が適用されている旨を取り消す場合は、「Ｖ

Ｘ」を入力する。 

［７］生鮮食料品識別記号（「生鮮」欄） 

自社で付与する生鮮食料品に関するコードを入力する。 

既に登録されている場合で変更しない場合は、「＊＊」を入力する。 

［８］ロケーション（「ロケーション」欄） 

ロケーションを入力する。 

［９］手作業記号（「手作業」欄） 

ロケーションをマニュアルの方法で管理する場合は、「Ｍ」を入力する。 

［10］到着便名１（「到着便名」欄左） 

航空会社コード（「業務コード集」参照）（２桁）＋フライトナンバー（３桁又は４桁）

を必須入力する。 

フライトナンバーの１桁目から３桁目までは数字、４桁目は英数字での入力が可能で

ある。 

［11］到着便名２（「到着便名」欄中） 

到着便名の日付部を「ＤＤＭＭＭ」（例：１月１日の場合は「０１ＪＡＮ」）の形式で

必須入力する。 

［12］到着空港（「到着便名」欄右） 

到着空港のＩＡＴＡコード（「業務コード集」参照）を必須入力する。 

 

(2) 登録の通知 

前記(1)（登録の方法）によりロケーション情報等が登録された場合は、次の情報がそれぞれ配

信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

搬入状況通知情報

（輸入） 

（BOND IN STATUS 

INFORMATION）

（※） 

ＡＡＳ０１１０ 事故貨物である場合。 登録者 

税関に事故の旨を通知した場合。 保税地域の管轄税関

（保税担当部門） 

保税関係確認情報 ＡＡＬ５０１０ 税関に特殊貨物の旨を通知した

場合。 

保税地域の管轄税関

（保税担当部門） 

（※）括弧内英字は帳票タイトル 

 

(3) 事故確認 

前記(2)（登録の通知）により、「搬入状況通知情報（輸入）」（BOND IN STATUS INFORMATION）

（括弧内英字は帳票タイトル）（出力情報コード：ＡＡＳ０１１０）が配信された場合は、必要に

応じて、税関が倉主等の立会いのもと事故状況を確認し、必要な処置を行うものとする。 
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なお、必要に応じて報告関係書類の提出を行う。 

 

２ 輸出貨物 

(1) 登録の方法 

蔵置中の輸出貨物に対して、事故又は特殊貨物等を登録する場合又は輸出貨物情報を訂正する

場合は、次による。 

なお、訂正することができる項目は次のとおりである。 

項番 項目名 

１ 搬入個数 

２ 総個数 

３ 搬入重量 

４ 総重量 

５ 事故貨物 

６ 特殊貨物記号 

７ 仕向地 

８ 積込港 

９ Ａ／Ｌ総個数 

10 貨物識別 

11 貨物種別 

12 航空貨物代理店 

13 代理店営業所 

14 通関業 

15 通関依頼先 

16 混載業 

17 航空会社 

18 品名 

19 車上通関表示 

20 社用品表示 

21 システム外保税運送承認番号 

22 システム外輸出許可件数 

23 システム外輸出許可番号 

イ 輸出貨物情報の訂正 

(ｲ) 呼出しによる方法 

「搬入情報訂正呼出し」業務（業務コード：ＡＩＢ）を利用して、次の事項を入力し送信

することにより、「搬入情報訂正呼出し結果情報」（出力情報コード：ＡＡＴ０１５０）が応

答画面の「（訂正前）」各欄に出力されることから、訂正を必要とする事項を後記(ﾛ)（呼出し

によらない方法）に準じて「（訂正後）」各欄に入力し再送信する。 

［１］ＡＷＢ番号（「ＡＷＢ番号＊」欄） 

訂正対象のＡＷＢ番号、ＨＡＷＢ番号、ＭＡＷＢ番号又は未ラベル番号を必須入力
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する。 

枝番が付与された貨物情報の場合は、枝番を含めて入力する。［２］Ａ／Ｌ訂正表示（「Ａ

／Ｌ訂正表示」欄） 

入力不可。 

(ﾛ) 呼出しによらない方法 

「搬入情報訂正」業務（業務コード：ＡＩＢ０１）を利用して、次の事項を入力し送信す

る。 

［１］ＡＷＢ番号（「ＡＷＢ番号＊」欄） 

入力したＡＷＢ番号、ＨＡＷＢ番号、ＭＡＷＢ番号又は未ラベル番号を入力する。 

［２］変更枝番（「変更枝番」欄） 

変更枝番を入力する。 

［３］搬入個数訂正識別（「訂正識別（訂正後）」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

「ＡＷＢ番号」がＭＡＷＢ番号の場合は、入力不可。 

区 分 コード 

輸出申告訂正要 Ｙ 

輸出申告訂正否 Ｎ 

［４］搬入個数（訂正後）（「搬入個数（訂正後）」欄） 

訂正後の搬入個数を入力する。 

ＭＡＷＢの場合は、入力不可。 

［５］総個数（訂正後）（「総個数（訂正後）」欄） 

訂正後の総個数を入力する。 

ＭＡＷＢの場合は、入力不可。 

［６］搬入重量（訂正後）（「搬入重量（訂正後）」欄） 

訂正後の搬入重量を入力する。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 

ＭＡＷＢの場合は、入力不可。 

［７］総重量（訂正後）（「総重量（訂正後）」欄） 

訂正後の総重量を入力する。 

なお、小数点以下第１位まで入力することができる。 

ＭＡＷＢの場合は、入力不可。 

［８］事故貨物（訂正後）（「事故貨物（訂正後）」欄） 

事故コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

ＭＡＷＢの場合は、入力不可。 

［９］特殊貨物記号（訂正後）（「ＳＰＣ（訂正後）」欄） 

ＳＰＣ（特殊貨物）コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

取消しの場合は、「ＸＸＸ」を入力する。 

［10］仕向地（訂正後）（「仕向地（訂正後）」欄） 

訂正後の仕向地のＩＡＴＡコード（「業務コード集」参照）を入力する。 

仕向地が不明の場合は、「ＺＺＺ」を入力する。 
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ＭＡＷＢの場合は、入力不可。 

［11］積込港（訂正後）（「積込港（訂正後）」欄） 

訂正後の積込港のＩＡＴＡコード（「業務コード集」参照）を入力する。 

貨物識別がＭＡＷＢ又は未ラベル貨物の場合は、入力不可。 

取消しの場合は、「ＸＸＸ」を入力する。 

［12］Ａ／Ｌ総個数（訂正後）（「Ａ／Ｌ総個数（訂正後）」欄） 

訂正後のＡ／Ｌ総個数を入力する。 

ＭＡＷＢ以外の場合は、入力不可。 

［13］貨物識別（訂正後）（「貨物識別（訂正後）」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

未ラベル貨物の場合は、入力不可。 

区 分 コード 

ＡＷＢ Ａ 

ＨＡＷＢ Ｈ 

［14］貨物種別（訂正後）（「貨物種別（訂正後）」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

ＭＡＷＢの場合は、入力不可。 

区 分 コード 

一般輸出貨物 Ｎ 

積戻し貨物 Ｒ 

システム外許可済貨物 Ｔ 

システム外許可済積戻し貨物 Ｏ 

仮陸揚貨物 Ｋ 

［15］航空貨物代理店（訂正後）（「航空貨物代理店（訂正後）」欄） 

航空貨物代理店の利用者コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

取消しの場合は、「ＸＸＸ」を入力する。 

ＭＡＷＢ又は未ラベル貨物の場合は、入力不可。 

［16］代理店営業所（訂正後）（「代理店営業所（訂正後）」欄） 

航空貨物代理店の営業所の代理店営業所コードを入力する。 

取消しの場合は、「ＸＸＸ」を入力する。 

ＭＡＷＢ又は未ラベル貨物の場合は、入力不可。 

［17］通関業（訂正後）（「通関業（訂正後）」欄） 

通関業者の利用者コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

取消しの場合は、「ＸＸＸ」を入力する。 

ＭＡＷＢ又は未ラベル貨物の場合は、入力不可。 

［18］通関依頼先（訂正後）（「通関依頼先（訂正後）」欄） 

通関依頼先の利用者コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

取消しの場合は、「ＸＸＸ」を入力する。 

貨物識別がＭＡＷＢ又は未ラベル貨物の場合は、入力不可。 

［19］混載業（訂正後）（「混載業（訂正後）」欄） 
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混載業者の利用者コード（「業務コード集」参照）を入力する。 

取消しの場合は、「ＸＸＸ」を入力する。 

ＨＡＷＢに訂正する場合は、必須入力する。 

ＭＡＷＢ又は未ラベル貨物の場合は、入力不可。 

［20］航空会社（訂正後）（「航空会社（訂正後）」欄） 

貨物識別を「ＡＷＢ」に変更する場合は、航空会社コード（「業務コード集」参照）

を必須入力する。 

取消しの場合は、「ＸＸ」を入力する。 

貨物識別が未ラベル貨物の場合は、入力不可。 

［21］品名（訂正後）（「品名（訂正後）」欄） 

訂正後の品名を入力する。 

ＭＡＷＢの場合は、入力不可。 

［22］車上通関表示（訂正後）（「車上通関（訂正後）」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

登録 Ｙ 

取消し Ｘ 

ＭＡＷＢ又は未ラベル貨物の場合は、入力不可。 

［23］社用品表示（訂正後）（「社用品（訂正後）」欄） 

次の区分に応じたコードを入力する。 

区 分 コード 

登録 ＳＶ 

取消し ＸＸ 

［24］システム外保税運送承認番号（訂正後）（「保税運送承認番号（訂正後）」欄） 

システム外保税運送承認番号を入力する。 

取消しの場合は、「ＸＸＸ」を入力する。 

ＭＡＷＢの場合は、入力不可。 

［25］システム外輸出許可件数（訂正後）（「許可件数（訂正後）」欄） 

訂正後のシステム外輸出許可件数が５件を超える場合は、その超過分の件数を入力

する。 

ＭＡＷＢの場合は、入力不可。 

※［26］の項目は、最大５欄まで繰り返し入力することができる。 

［26］システム外輸出許可番号（訂正後）（「輸出許可番号（訂正後）」欄） 

システム外輸出許可番号を入力する。 

取消しの場合は、「ＸＸＸ」を入力する。 

ＭＡＷＢの場合は、入力不可。 

ロ Ａ／Ｌ訂正 

ＡＷＢ情報と貨物情報の個数、重量が不一致の場合で貨物情報を優先する旨の登録を行う場

合は、「搬入情報訂正呼出し」業務（業務コード：ＡＩＢ）を利用して、次の事項を入力し送信

する。 
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なお、当該訂正は航空会社のみ行うことができる。 

［１］ＡＷＢ番号（「ＡＷＢ番号」欄） 

訂正対象のＭＡＷＢ番号を必須入力する。 

［２］Ａ／Ｌ訂正表示（「Ａ／Ｌ訂正表示」欄） 

ＡＷＢ情報と貨物情報の個数、重量が不一致の場合で貨物情報を優先する旨の登録す

る場合は、「Ａ」を入力する。 

 

(2) 登録の通知 

前記(1)イ（輸出貨物情報の訂正）により輸出貨物情報が訂正された場合は、次の情報がそれぞ

れ配信される。 

出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

搬入情報訂正控情報 

（CORRECT NOTICE 

(BOND-IN)）（※） 

ＡＡＴ０１７０ 次のいずれかの項目が登録、取消

又は変更された場合。 

ただし、「搬入情報訂正保留控情

報」（出力情報コード：ＡＡＴ０１９

０）が出力された場合は、出力しな

い。 

① 搬入個数 

② 貨物種別 

③ 事故貨物 

④ 特殊貨物記号 

⑤ システム外輸出許可件数 

⑥ システム外輸出許可番号 

⑦ 品名 

登録者 

搬入情報訂正確認情報 

（CORRECT NOTICE 

(BOND-IN)）（※） 

ＡＡＴ０１８０ 保税蔵置場の管轄税関

（保税担当部門） 

搬入情報訂正保留控情報 

（SUSPEND NOTICE 

(BOND-IN)）（※） 

ＡＡＴ０１９０ 次のいずれかの条件を満たす場

合。 

① システムで輸出申告した貨物

の個数を変更した場合。 

② 貨物種別が未通関貨物のもの

をシステム外許可済貨物又は

仮陸揚貨物に変更した場合。 

登録者 

搬入情報訂正保留確認情

報 

（SUSPEND NOTICE 

(BOND-IN)）（※） 

ＡＡＴ０２００ 保税蔵置場の管轄税関

（保税担当部門） 

搬入情報訂正リスト情報 

（BOND-IN CARGO 

INFORMATION 

CORRECTION LIST）（※） 

ＡＡＴ０２１０ 次のいずれかの項目が登録、取消

又は変更された場合。 

ただし、「搬入情報訂正控情報」（出

力情報コード：ＡＡＴ０１７０）又

は「搬入情報訂正保留控情報」（出力

情報コード：ＡＡＴ０１９０）が出

力された場合は、出力しない。 

① 仕向地 

登録者 
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出力情報 出力情報コード 出力条件 配信先 

② 積込港 

③ 貨物識別 

④ 搬入重量 

⑤ 総個数 

⑥ 総重量 

⑦ 航空貨物代理店 

⑧ 代理店営業所 

⑨ 通関業 

⑩ 混載業 

⑪ 航空会社 

⑫ Ａ／Ｌ総個数 

⑬ 通関依頼先 

⑭ 車上通関表示 

⑮ 社用品 

⑯ システム外保税運送承認番号 

搬入状況通知情報（輸出） 

（BOND IN STATUS 

INFORMATION）（※） 

ＡＡＴ００９０ 事故貨物の登録又は変更がされた

場合。 

登録者 

保税蔵置場の管轄税関

（保税担当部門） 

保税関係確認情報 ＡＡＬ５０１０ 特殊貨物記号の登録がされた場

合。 

登録者 

（※）括弧内英字は帳票タイトル 

 

(3) 訂正保留の場合の事後手続 

前記(2)（登録の通知）により、「搬入情報訂正保留控情報（SUSPEND NOTICE (BOND-IN)）（括弧

内英字は帳票タイトル）」（出力情報コード：ＡＡＴ０１９０）が配信された場合は、税関により

訂正保留が解除されるまで、当該訂正保留となった貨物の後続業務を実施できないことから、「Ｎ

ＡＣＣＳ登録情報変更申出」にＡＷＢ番号、訂正した内容及び事由等、必要事項を記入の上、税

関（保税担当部門）に提出する。 

なお、「ＮＡＣＣＳ登録情報変更申出」については、税関手続関連（共通編）-共通手続-第２章

第２節（汎用申請関係手続）に定める「汎用申請」業務（業務コード：ＨＹＳ）により提出する

こともできる。 

 

(4) 事故確認 

前記(2)（登録の通知）により、「搬入状況通知情報（輸出）（BOND IN STATUS INFORMATION）（括

弧内英字は帳票タイトル）」（出力情報コード：ＡＡＴ００９０）が配信された場合は、税関に連

絡し、必要に応じて、税関が倉主等の立会いのもと事故状況を確認する。 

なお、必要に応じて報告関係書類を提出する。 


